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　はじめに

トラギス科トラギス属魚類 Parapercis は体が円

筒形で，尾柄部が後方に向かうにつれて側扁する，

両顎前部に後方に反った犬歯状歯が 1 列あり，そ

の後に絨毛状歯が続く，主鰓蓋骨に 1 本の鋭い棘

をもつ，背鰭棘数が 4–5 であり，棘部と軟条部が

鰭膜で連続する，胸鰭が 14–21 軟条であることな

どによって特徴づけられる（Imamura and Yoshino, 

2007; Randall et al., 2008）．本属魚類はこれまでに

日本近海からは 28 種が知られている（日比野ほ

か，2013；島田，2013；Nakayama et el., 2016; 松

尾ほか，2018）．

屋久島における魚類相調査の過程で 2018 年 6

月 12 日 に 1 個 体 の サ ン ゴ ト ラ ギ ス Parapercis 

multiplicata Randall, 1984 が 採 集 さ れ た． ま た，

2018 年 6 月 11 日に屋久島の一湊沖水深 20 m に

お い て ト ラ ギ ス Parapercis pulchella (Temminck 

and Schlegel, 1843) の水中写真が撮影された．サ

ンゴトラギスの屋久島からの記録はこれまで水中

写 真 の み で あ り（ 吉 野，2008；Motomura et al., 

2010），本標本は屋久島からの標本に基づく初め

ての記録である．また，トラギスの水中写真は琉

球列島における本種の初めての記録であり，これ

まで鹿児島県本土より南からの報告がないことか

ら，本種の日本国内における分布の南限を更新す

るものとなるためここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はRandall et al. (2008)にしたがっ

た．標準体長は体長あるいは SL と表記した．サ

ンゴトラギスの計測は，魚体の左体側の眼球が欠

損していたため右体側を基準にデジタルノギスを

用いて 0.1 mm 単位まで行った．トラギスは写真

から明瞭に分かる形質の計数を行った．サンゴト

ラギスの生鮮時の体色は固定前に撮影されたカ

ラー写真（Fig. 1）に基づく．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いたサンゴトラギスの標本は鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，

生鮮時の写真およびトラギスの水中写真は同館の

画像データベース（KAUM–II.）に登録されている．

　結果と考察

Parapercis multiplicata Randall, 1984

サンゴトラギス　（Fig．1）

標本　KAUM–I. 116659，体長 53.1 mm，鹿児

島 県 屋 久 島 一 湊 矢 筈 崎 沖（30°28′21″N, 130° 

29′44″E），水深 20 m，2018 年 6 月 12 日，手網，

上野大輔．

記載　背鰭 5 棘 21 軟条；臀鰭 1 棘 17 軟条；

胸鰭 15 軟条；腹鰭 1 棘 5 軟条；尾鰭分枝軟条

15；側線有孔鱗数 57；側線上部鱗数 8；側線下部

鱗数 15；背鰭前方鱗数 9；上枝鰓耙数 3；下枝鰓

耙数 9．

屋久島におけるトラギス属魚類 2 種の記録
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体各部の体長に対する割合（%）：体高 16.8；

体幅 15.1；頭長 30.7；吻長 9.2；眼径 8.5；両眼間

隔 3.0；上顎長 9.8；尾柄高 8.1；尾柄長 12.4；背

鰭 前 方 長 31.8； 肛 門 前 方 長 47.5； 腹 鰭 前 方 長

28.1；背鰭基底長 59.8；背鰭第 1 棘長 2.6；背鰭

最長棘（第 4 棘）長 7.3；背鰭第 5 棘長 1.7；背鰭

最 長 軟 条（ 第 17 軟 条 ） 長 12.6； 臀 鰭 基 底 長

41.4；臀鰭棘長 4.7；臀鰭最長軟条（第 14 軟条）

長 9.7；尾鰭長 18.3；胸鰭長 18.6；腹鰭長 28.3．

体は細長く円筒形で，体の前部はやや縦扁し，

後方に向かうにつれて側扁する．体背縁は吻端か

ら背鰭第 5 軟条起部にかけて緩やかに上昇し，そ

こから尾柄部まで緩やかに下降する．体腹縁は下

顎先端から肛門にかけて緩やかに下降し，そこか

ら尾柄部にかけて緩やかに上昇する．吻は尖り，

下顎先端は上顎先端よりもわずかに突出する．口

裂は大きい．下顎前部には 4 対の犬歯状歯があり，

直後に絨毛状歯帯が続く．前鰓蓋骨の後縁は円滑

であり，主鰓蓋骨の後縁には 1 本の鋭い小棘があ

る．眼は正円形を呈する．瞳孔は上部がわずかに

突出し，下部がわずかにへこむ歪な円形を呈する．

背鰭起部は胸鰭基底上端よりもわずかに前方に，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端の直上にそれぞれ位

置する．背鰭棘部と軟条部の間には深い欠刻があ

るが，鰭膜によって連続している．背鰭棘は第 4

棘が最長で，背鰭軟条は第 17 軟条が最長．胸鰭

基底上端は鰓蓋後端よりもわずかに後方に，胸鰭

基底下端は背鰭起部よりもわずかに後方にそれぞ

れ位置する．胸鰭後端はやや尖り，背鰭第 6 軟条

起部に達する．腹鰭起部は鰓蓋後端よりもわずか

に前方に位置し，たたんだ腹鰭の後端は肛門を越

える．臀鰭起部は背鰭第 5 軟条起部直下付近に位

置する．臀鰭軟条は第 14 軟条が最長．尾鰭は截

形で，後縁の下部はやや円い．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）－体側上部は赤

みがかった橙色を呈し，背面に赤みがかった褐色

の鞍状横帯が 9 本並ぶ．体側下部は白色を呈し，

幅の狭い赤色横帯が 8 本並び，不連続な橙色縦帯

がある．赤色横帯には上下に並ぶ 2 黒色点がある．

橙色縦帯の下方には不規則な橙色斑がある．胸鰭

基底部のわずかに後方に 1 赤色斑がある．頭部は

橙色を呈し，頬部には白色の斑紋がある．背鰭棘

部の鰭膜は白色を呈し，中央には赤黒色斑がある．

背鰭軟条部の鰭膜は半透明で白みがかり，各鰭膜

に赤黒色点が並ぶ．背鰭軟条部の基底部付近と縁

辺は黄色みがかる．胸鰭は透明．腹鰭の縁辺は半

透明で白みがかり，基底部付近は白色．臀鰭軟条

部の鰭膜は白色を呈し，縁辺は黄色みがかる．臀

鰭軟条部の基底部付近には 9 赤黒色点が並ぶ．尾

鰭は半透明で赤みがかり，小さな赤色点が散在す

る．虹彩は赤色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　日本，台湾南部，東沙群島，南沙群島，

マリアナ諸島，インドネシア，オーストラリア北

西岸・北東岸，ニューカレドニア，およびピトケ

Fig. 1. Fresh specimen of Parapercis multiplicata from off Yahazuzaki, Yaku-shima island, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 116659, 
53.1 mm SL). Photograph inverted.
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アン島から記録されている（Randall, 1984, 1999, 

2001; 島田，2013）．日本国内においては，伊豆諸

島，小笠原諸島，和歌山県以南から九州南岸の太

平洋沿岸，鹿児島県硫黄島，屋久島，および奄美

大島以南の琉球列島から報告されている（Randall, 

1984; Motomura et al., 2010； 島 田，2013； 目 黒，

2013；目黒・原崎，2014；Motomura and Harazaki, 

2017；Nakae et al., 2018）．屋久島からはこれまで

水中写真のみが知られていたが，本研究により標

本に基づく確かな分布が確認された．

備考　記載標本は，体が円筒形で尾柄部が側

扁すること，両顎の前部に犬歯が 1 列並び，直後

に絨毛状歯帯が続くこと，主鰓蓋骨に 1 本の鋭い

棘をもつこと，背鰭の棘部と軟条部が鰭膜によっ

て連続することなどが Imamura and Yoshino (2007)

および Randall et al. (2008) によって定義された

Parapercis 属の標徴と一致した．また，側線有孔

鱗数が 57 であること，下顎前部の犬歯状歯が 4

対であること，背鰭の棘部と軟条部の間に深い欠

刻があること，背鰭が 5 棘 21 軟条で，第 4 棘が

最長であること，背鰭棘部の鰭膜に赤黒色斑があ

ること，胸鰭が 15 軟条であること，尾鰭が截形

で顕著な斑紋がないこと，体側に幅の狭い 8 赤色

横 帯 が あ る こ と な ど が，Randall (1984) や 島 田

（2013）により報告された Parapercis multiplicata

の標徴とよく一致したため，本種に同定された．

サンゴトラギスはトラギス Parapercis pulchella 

(Temminck and Schlegel, 1843) と形態的に類似す

るが，サンゴトラギスは体側に幅の狭い 8 赤色横

帯があること（トラギスは体側に幅の広い 6 褐色

横帯がある）から識別される（島田，2013；目黒・

原崎，2014）．

サンゴトラギスの国内での分布は上述の分布

の項で述べたとおりであり，これまで屋久島にお

ける分布は吉野（2008）および Motomura et al. 

(2010) で報告された水中写真による記録のみだっ

た．したがって，本研究の記載標本は屋久島にお

ける本種の標本に基づく初めての記録となる．

Parapercis pulchella (Temminck and Schlegel, 1843)

トラギス　（Fig. 2）

写真　KAUM–II. 68，大隅諸島屋久島一湊，水

深 20 m，2018 年 6 月 11 日，高久　至．

分布　日本，朝鮮半島南岸，台湾，香港，海

南島，およびスリランカから記録されている（de 

Bruin et al., 1994; 島 田，2013； 池 田・ 中 坊，

2015）．日本国内ではこれまで伊豆諸島，千葉県

館山湾から九州南岸までの太平洋沿岸，新潟県か

ら九州南岸の日本海・東シナ海沿岸，瀬戸内海，

および鹿児島湾から記録があり（島田，2013；池

田・中坊，2015；田代，2017；小枝，2018），本

研究により新たに屋久島における分布が確認され

た．

備考　屋久島一湊で撮影された水中写真は，体

が円筒形で尾柄部が側扁すること，背鰭軟条部と

Fig. 2. Underwater photograph of Parapercis pulchella, off Isso, Yaku-shima island, Kagoshima Prefecture, Japan, 20 m depth, 11 June 2018. 
Photo by I. Takaku.
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棘部が鰭膜で連続すること，および背鰭棘数が 5

であることが，Imamura and Yoshino (2007) および

Randall et al. (2008) によって定義された Parapercis

属の標徴と一致した．また，胸鰭が 16 軟条であ

ること，体側に 6 褐色横帯と 1 青灰色縦帯がある

こと，および尾鰭の下部が褐色であることから，

篠原（1997）と島田（2013）により報告された

Parapercis pulchella の標徴とよく一致したため本

種に同定された．

池田・中坊（2015）は，トラギスの標徴とし

て吻から頬にかけて 5 本の細い青色横帯があるこ

とを記載したが，一湊で撮影された個体は，頬部

の横帯が白色であった．篠原（1997）において掲

載されているトラギスの水中写真でも，全長 16 

cm のトラギスには吻部から頬にかけて 5 本の青

色横帯があるが，全長 4 cm のトラギスには 5 本

の白色横帯があった．屋久島の撮影個体は明らか

に幼魚であり，このことから，トラギスの吻部か

ら頬にかけての横帯は成長に伴い白色から青色に

変化するものであると考えられる．

トラギスの日本国内における分布域は分布の

項で述べたとおりであり，屋久島以南の海域の魚

類相をあつかった藤山（2004），Motomura et al. 

(2010)， 本 村・ 松 浦（2014），Motomura and 

Harazaki (2017)， 本 村 ほ か（2018），Mochida and 

Motomura (2018)，および Nakae et al. (2018) など

にも本種の出現は記録されていない．したがって，

本研究の水中写真は琉球列島における本種の初め

ての記録であり，日本国内における本種の分布の

南限を更新するものである．
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